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・平成２７～３０年 市内交通事故死者数 

・平成３０年度通学路の改善要望への対策状況 
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平成２７～３０年 市内交通事故死者数

（人）

Ｈ２７ Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０
小・中・高校生 2 0 0 0

【参考】
（人）

Ｈ２７ Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０
交通事故死者 20 17 20 14

※各年については、1～12月で集計。ただし、平成30年については、11月末現在で集計

※表の総数には、小・中・高校生の人数を含む

教育委員会事務局調べ（平成30年11月末現在）

市民文化局地域安全推進課調べ（平成30年11月末現在）

※市内で起きた交通事故により亡くなった方の総数

※市内で起きた交通事故により亡くなった小・中・高校生の人数



平成３０年度通学路の改善要望への対策状況

改善不要箇所 改善困難箇所 対策未定箇所

9 85 97

歩行者と車道の分離の設置要望に対して、道路の幅員が狭いために設置は困難

カーブミーの設置に対して、設置場所が民他の場合、所有者との調整

　　○改善不要箇所　     ：横断歩道の設置要望に対して、信号が設置されている横断歩道が近くにあるため

　　○対策未定箇所　　　 ：スクールゾーン設置の要望：　地域住民との調整

※　平成３０年度につきましては、新規対策要望として２８７箇所あり、現在、対応を進めているところです。

平成２４年度～平成２９年度の繰り越し分改善状況　（合計）

対策要望数 対策済み箇所数 対策予定箇所数

90 220501

　　○対応要望数　　　　　：各学校より寄せられた改善要望数

　　※　対策予定箇所220箇所　+　対策未定箇所97箇所　=　317箇所が平成３０年度への繰り越しとなります。

　　○対応済み箇所数　　：改善要望に対して、すでに対策が済んでいる箇所数

　　○対策予定箇所数　　：今後、対策を講じる予定の箇所数

　　○改善不要箇所　     ：すでに他の対策が済んでおり、対策が不要と判断された箇所数

　　○改善困難箇所       ：対策困難な箇所数

　　○対策未定箇所　　　 ：対策検討中の箇所数


